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い
ま
東
京
で
は
、
神
楽
坂
が
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

共
も
自
宅
か
ら
近
い
の
で
、
散
歩
が

て
ら
食
事
な
ど
に
行
き
ま
す
が
、
近

頃
は
若
者
や
外
国
人
旅
行
者
も
多
い

よ
う
で
す
。
坂
上
か
ら
坂
下
ま
で
四

百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
小
さ
な
街
で
、

往
時
の
花
街
の
面
影
を
残
し
て
、
路

地
奥
に
は
黒
板
塀
の
料
亭
が
数
軒
、

芸
妓
さ
ん
も
三
十
人
ほ
ど
い
る
そ
う

で
す
が
、
こ
の
街
の
賑
わ
い
は
通
り

の
両
側
の
商
店
街
の
活
況
ゆ
え
で
し

ょ
う
。
何
し
ろ
こ
の
街
に
は
あ
ら
ゆ

る
食
べ
物
屋
が
あ
り
、
ど
こ
へ
入
っ

て
も
持
て
成
し
が
よ
く
、
安
価
で
美

味
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
和
装
、
洋

装
、
小
間
物
店
。
陶
磁
器
、
漆
器
、

お
香
の
店
等
々
。
ど
こ
も
老
舗
で
す

が
、
銀
座
や
青
山
の
よ
う
な
高
価
な

ブ
ラ
ン
ド
物
は
扱
わ
ず
、
庶
民
の
懐

具
合
に
合
わ
せ
た
商
い
を
し
て
い
る
。

こ
の
街
の
賑
わ
い
は
、
そ
う
し
た
庶
民

感
覚
を
忘
れ
な
い
優
し
さ
と
温
も
り
に

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

近
頃
、
津
山
へ
帰
っ
て
一
番
街
を
歩

く
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
降
り
た
店
が
目

立
ち
ま
す
。
京
町
も
元
魚
町
も
二
階
町

も
同
じ
で
淋
し
い
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

反
対
に
鶴
山
通
り
や
城
北
通
り
な
ど
、

郊
外
へ
出
て
見
れ
ば
そ
の
発
展
、
変
容

に
驚
く
ば
か
り
で
、
正
に
車
社
会
を
実

感
す
る
の
で
す
が
、
や
は
り
県
北
の
都
、

津
山
城
下
町
と
し
て
は
、
歴
史
の
名
残

り
を
留
め
る
旧
市
街
の
復
活
に
力
を
注

ぐ
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
神
楽
坂

の
よ
う
な
街
づ
く
り
、
つ
ま
り
ど
ん
な

商
い
で
も
宜
し
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開

け
て
、
優
し
さ
と
温
も
り
持
て
成
し
の

心
で
商
い
を
始
め
る
。
そ
れ
が
城
下
町

津
山
の
再
生
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
千
太
郎

　

進
学
・
就
職
・
退
職
な
ど
に
伴
う
保
険
証
の

切
り
替
え
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？　

新
た

に
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
た

人
が
切
り
替
え
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る
と
、
保

険
料
が
二
重
に
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
国

民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保
険
証
、
新

し
く
加
入
し
た
医
療
保
険
証
、
世
帯
主
の
印
鑑

国民健康
保険料の支払い
には便利で確実な
口座振替を

ご利用ください

脚
本
家 

久
保
田
千
太
郎
さ
ん
（
東
京
都
）

　

今
年
２
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
墨
攻
」

は
、
国
内
外
で
熱
烈
な
人
気
の
同
名
コ
ミ
ッ

ク
を
香
港
の
監
督
が
映
画
化
し
た
も
の
。
そ

の
コ
ミ
ッ
ク
の
脚
本
を
手
掛
け
た
久
保
田
千

太
郎
さ
ん
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　３月24日、加茂町文化センターで琴
とふれあい琴による「加茂町の曲」発
表コンサートが開催されました。
　琴と和太鼓、ベースギターで、加茂
地域の風とせせらぎをイメージして作
曲された２曲を始め、童謡や昔懐かし
い曲も演奏。会場に集まった人は普段
あまり聞くことのできない琴の美しい
音色を楽しんでいました。またコンサ
ート開始前には琴に少しでも親しんで
もらおうと音律を整える調弦なども見
学することができました。

　落合渓谷沿いを布滝に向かって歩く
約2.5㎞の遊歩道で、軽装で歩くことが
できます。春には新緑、夏は谷間の涼風、
秋は紅葉…と季節を肌に感じつつ、足
元を流れる渓流の音に耳を傾けながら、
ゆっくり歩いて片道40 ～ 50分のコー
スとなってい
ます。
　また、体力
に合わせて出
発地点を選ぶ
こともでき、
終点に一番近
い布滝の手前
200mには駐
車場やトイレ
も整備されて
います。

「
加
茂
町
の
曲
」
発
表
コ
ン
サ
ー
ト

加
茂
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

黒
岩
高
原
遊
歩
道

新
緑
さ
わ
や
か
、
足
取
り
軽
や
か

　

津
山
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
全
国
で
活
躍
す
る
人
々
に
市
が
依
頼
し
て

い
る
「
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」。
次
な
る
時
代
を
見
据
え
た
津
山
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

温
も
り
と
持
て
成
し
の
街
づ
く
り
を

　

５
月
は
国
民
健
康
保
険
料
の
第
１
期
納
付
月
で
す
。

　

今
期
は
、
平
成
18
年
度
年
間
保
険
料
の
８
分
の
１

（
下
限
３
０
０
０
円
）
を
仮
算
定
保
険
料
と
し
て
、
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
保
険
料
は

８
月
に
確
定
し
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
調
整
は
そ
れ
以

降
の
納
期
で
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
１
日
以
降

に
新
規
加
入
さ
れ
た
世
帯
に

は
、
今
回
の
納
入
通
知
書
は

送
付
し
ま
せ
ん
。
８
月
に
第

２
期
か
ら
第
８
期
ま
で
の
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）

　
　

32‐

２
０
７
１
、
ま
た
は
各
支
所

　

学
生
本
人
に
収
入
が
無
く
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に
よ

り
保
険
料
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
人　

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
専
門

学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
人

申
請
方
法　

保
険
年
金
課
、
ま
た
は
各
支
所
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
、
社
会
保
険
事
務
所
（
田
町
）
に
備
え

付
け
の
申
請
書
を
記
入
し
提
出

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）ま

た
は
在
学
証
明
書
②
年
金
手
帳
③
昨
年
以
降
に
退
職

し
て
学
生
に
な
っ
た
場
合
に
は
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
④
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場

合
に
は
不
要
）

承
認
期
間　

４
月
〜
翌
年
３
月

※

在
学
中
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
５
番
窓

口
）　

32‐

２
０
７
２ 

3
切
り
替
え
手
続
き
は

　
　
　
済
ん
で
い
ま
す
か
？

平
成
19
年
度 

国
民
健
康
保
険
料

第
１
期 

納
入
通
知
書
を

　
　
　
　

送
付
し
ま
す

3
①在学期間中の保険料を社会人にな
ってからでも納めることができま
す（承認を受けた年度末から３年
目以降は加算金が発生します）
②事故や病気で障害が残った時でも、
一定の要件を満たしていれば障害
基礎年金が受けられます
③将来受け取る老齢基礎年金の受給
資格期間（原則25年）に算入され
ます（年金額には算入されません）
④承認を受けた年度末から10年以内
に納めると年金額の計算にも反映
されます

ひとり親家庭・心身障害者
医療費給付の資格更新のお知らせ

国
民
年
金 

学
生
納
付
特
例
制
度

学生納付特例ってなに
？

　ひとり親家庭や心身障害者の医療費給付を受
けている人が７月からも引き続き給付を受ける
ためには、資格の更新手続きが必要です。
期間　6月1日㈮～13日㈬
問い合わせ先
社会福祉事務所（市役所１階）ひとり親家庭等
医療費給付（9番窓口）332‐2065、心身障
害者医療費給付（8番窓口）332‐2067
加茂支所市民生活課 332‐7032
阿波支所市民生活課 332‐7042
勝北支所市民生活課 332‐7022
久米支所市民生活課 332‐7012

更
新

手
続
き

ところ　障害者福祉センター「神南備園」（大谷）
受付時間　午前11時～正午（予約要）
持ってくるもの　印鑑、身体障害者手帳
担当医療機関　津山中央クリニック（整形外科）、
　　　　　　　津山中央病院（耳鼻咽喉科）
問い合わせ先　障害福祉課332‐2067
　　　　　　　神南備園324‐9402

５ 月 17 日 ㈭
６ 月 21 日 ㈭
７ 月 19 日 ㈭
９ 月 20 日 ㈭
11 月 15 日 ㈭
２ 月 21 日 ㈭
３ 月 13 日 ㈭

相　　談　　科　　目
肢体不自由者・聴覚障害者
肢体不自由者
肢体不自由者・聴覚障害者
肢体不自由者
肢体不自由者・聴覚障害者
肢体不自由者・聴覚障害者
肢体不自由者

と　　　き

身体障害者巡回更生相談

◉くぼた　せんたろう（本名：井上知士）　昭和17年鏡野町下原生まれ。津山高校、早稲田大学第一
文学部を卒業。脚本家としての代表作にＴＶ「命のビザ」ＣＸ、戯曲「糸女」みなと座、漫画「三
国志」「史記」講談社、「鬼平犯科帳」文藝春秋社、「墨攻」「森一族」小学館がある。

げ
い
こ

のんだき

よ
ろ


